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和
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年
三
月
十
九
日
受
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弁
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一
〇
七
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閣
総
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衆

議

院

議

長 
大

島

理

森 
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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
土
壌
を
環
境
大
臣
が
鉢
植
え
に
利
用
し
た
こ
と
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
土
壌
を
環
境
大
臣
が
鉢
植
え
に
利
用
し
た
こ
と
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

除
去
土
壌
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
除
去
土
壌
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
鉢
植
え
に
用
い
、
観
葉
植
物
を
植

え
て
、
環
境
大
臣
室
等
に
設
置
す
る
取
組
（
以
下
「
本
取
組
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
福
島
の
復
興
に
向
け
た
理
解
醸

成
を
図
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
環
境
省
に
お
い
て
検
討
し
た
上
で
、
実
施
す
る
こ
と
を
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
除
去
土
壌
」
は
、
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
除
染
特
別
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内

の
仮
置
場
か
ら
中
間
貯
蔵
（
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項

に
規
定
す
る
中
間
貯
蔵
を
い
う
。
）
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
（
以
下
「
中
間
貯
蔵
施
設
」
と
い
う
。
）
に
運
搬
し
た
除

去
土
壌
の
一
部
を
環
境
省
に
運
搬
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
取
組
に
係
る
除
去
土
壌
の
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
運
搬
し
た
時
点
に



 

２ 

 

お
け
る
放
射
能
濃
度
は
、
平
成
二
十
三
年
に
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
除
染
等
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
放
射
線
障
害

防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
放
射
能
濃
度
の
簡
易
測
定
手
順
に
従
っ
て
算
定
し
た
結
果
に
よ
る
と

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
四
千
七
百
三
ベ
ク
レ
ル
か
ら
六
千
百
六
十
九
ベ
ク
レ
ル
で
あ
る
。 

三
の
２
及
び
四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
が
令
和
二
年
三
月
二
日
に
中
間
貯
蔵
施
設
に
運
搬
し
た
除
去
土
壌
に
対
し
て
異
物
の
除
去

を
行
い
、
放
射
能
濃
度
の
測
定
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
同
月
三
日
及
び
四
日
に
中
間
貯
蔵
施
設
区
域
内
の
屋
内
に
お
い
て
、

当
該
除
去
土
壌
を
鉢
植
え
に
用
い
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
上
、
鉢
植
え
に
用
い
る
こ
と
と
し
て
、
観
葉
植
物

を
植
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
取
組
に
係
る
鉢
植
え
に
用
い
た
除
去
土
壌
の
中
間
貯
蔵
施
設
か
ら
同
省
ま
で
の
運
搬
は
、

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施

行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環
境
省
令
第
三
十
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
七
条
第
一
項
に
定
め
る
除
去
土
壌

の
収
集
及
び
運
搬
の
基
準
（
以
下
「
除
去
土
壌
収
集
運
搬
基
準
」
と
い
う
。
）
に
従
い
同
省
が
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

「
「
基
準
適
合
特
定
廃
棄
物
」
に
あ
た
り
、
施
行
規
則
の
適
用
を
受
け
る
は
ず
」
と
の
御
指
摘
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
に
土
壌
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
除
去
土
壌
は
、
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
特
定
廃
棄
物
及

び
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
適
合
特
定
廃
棄
物
に
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
輸
送
の
責
任
者
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
取
組
に
係
る
鉢
植
え
に
用
い
た
除
去
土
壌
の
中
間
貯
蔵
施
設
か

ら
環
境
省
ま
で
の
運
搬
は
、
除
去
土
壌
収
集
運
搬
基
準
に
従
い
同
省
が
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。 

六
及
び
七
に
つ
い
て 

 
 

本
取
組
は
、
福
島
の
復
興
に
向
け
た
理
解
醸
成
を
図
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

除
去
土
壌
収
集
運
搬
基
準
等
に
従
い
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
覆
土
の
厚
さ
に
つ
い
て
は
、
飛
散
又
は
流
出
防
止
の

観
点
に
加
え
、
鉢
の
大
き
さ
や
施
工
性
を
勘
案
し
、
環
境
省
が
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
御
指
摘
の
「
手
引
き
案
」
は
、
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
に
係
る
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
主
に
再
生
資
材
化
、

再
生
資
材
の
利
用
及
び
維
持
管
理
等
に
係
る
技
術
的
な
留
意
事
項
を
示
す
た
め
、
検
討
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
除
去
土
壌

を
鉢
植
え
に
用
い
る
本
取
組
は
、
当
該
「
手
引
き
案
」
で
想
定
し
て
い
る
用
途
で
は
な
く
、
こ
の
対
象
と
な
ら
な
い
。 

八
並
び
に
九
の
１
、
２
及
び
４
に
つ
い
て 



 

４ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
原
子
炉
等
規
制
法
で
は
再
利
用
で
き
る
金
属
な
ど
の
放
射
性
物
質
」
に
つ
い
て
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料

物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
同
項
の

規
定
に
基
づ
く
製
錬
事
業
者
等
に
お
け
る
工
場
等
に
お
い
て
用
い
た
資
材
そ
の
他
の
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
放
射
能

濃
度
に
つ
い
て
の
確
認
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
経
済
産
業
省
令
第
百
十
二
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
原
子
力

事
業
者
等
が
工
場
等
に
お
い
て
用
い
た
資
材
そ
の
他
の
物
が
再
生
利
用
さ
れ
る
場
合
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
物
に
含
ま
れ
る
放

射
性
物
質
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
が
基
準
以
下
の
場
合
は
放
射
線
に
よ
る
障
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置
を
必
要
と
し
な
い

も
の
と
す
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
基
準
で
あ
る
。 

 
 

他
方
で
、
本
取
組
は
、
福
島
の
復
興
に
向
け
た
理
解
醸
成
を
図
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね

の
「
植
木
鉢
」
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
に
お
い
て
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
除
去
土
壌
収
集
運
搬

基
準
等
に
従
う
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
現
時
点
で
、
本
取
組
の
終
了
時

期
を
決
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
被
ば
く
を
し
な
い
よ
う
に
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
放
射
線
の
量
の
測
定
の

実
施
、
飛
散
又
は
流
出
防
止
の
た
め
の
鉢
植
え
の
表
面
へ
の
覆
土
の
実
施
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。 



 

５ 

 

九
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
対
処
」
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
に
お
い
て
、
速
や
か
に
御
指
摘
の
「
植
木
鉢
」
内
の
除
去
土
壌
の
回
収
を
行

い
、
周
囲
の
放
射
線
の
量
を
測
定
し
、
周
囲
の
影
響
を
確
認
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 


